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●1952年北茨城市磯原町木皿の狩野菓子店（現：狩野食堂）に生まれる
●磯原高校・立正大学文学部・福島大学経済学部・福島大学行政社会学部卒業

福島大学大学院経済学研究科修士課程修了
●国鉄労働組合水戸地本福島支部から全建総連福島に勤務後いわき市議

弁護士の無料相談がうけられます

　植田町の鮫川河川敷パーク
ゴルフ場は、双葉郡等からの
避難者の憩いの場といわき市
民との日常的に交流を促進さ
れることを目的に、５つの
コースが整備されました。
　初心者が利用する場合で
も、クラブ等の道具の貸し出
しを行い、パークゴルフ協会
の会員が、共にプレーをしな
がら指導を行っています。利
用料金は無料。

【利用申込先】

いわき市パークゴルフ協会

☎0246-65-4473

No.22

「化学物質過敏症」対策の強化を　～ 1人で悩まずに～

2018年がスタート！山開きを開催し、観光誘客を

　化学物質過敏症とは、非常に微量の化学物質
によって健康被害が引き起こされるとする疾病
で、全国で 70 ～100 万人の患者がいると言わ
れています。2009 年に病名として認定され、保
険が適用されました。
　症状は、頭痛や吐き気などさまざまで個人差があり、周りからの理解
が得られず1人で悩んでいる人が多くいます。
　私は「化学物質等健康被害相談センターいわき」を結成し、多くの市民
から洗剤や柔軟剤などの化学物質や電磁波による健康被害の相談を受け
付けてきました。これをうけて、12 月定例会で「化学物質過敏症」対策
の強化について質問をしました。
　市の答弁では、平成 26 年度から 28 年度までの化学物質過敏症での
相談件数は３件で、コインランドリーの排気臭等の内容となっています。
　私の「市民に対しての理解促進の取り組みが必要でないか」との質問に、
市は「化学物質過敏症は化学物質との因果関係が明確となっていないこと
から、ポスター等で市民に周知することは予定しておりません」と答弁。
私は、他の県・市の様にポスター等で啓発することを要望しました。
化学物質・香料等の健康被害の相談先　いつでも相談を受け付けています。
「化学物質等健康被害センターいわき」  ☎０２４６－２７－８８７０

　私の「アフターサンシャイン博で登山等と

組み合わせた周遊ツアーの継続の見通しにつ

いて」の質問に、市は「参加者から『山岳会

の説明があり、わかりやすかった』『また参加

したい』など、好評をいただいています。今

後も山岳会や市旅行業協議会などと連携を図

り、登山を組み合わせた周遊ツアーについて検討する考えです」と答弁。

　続いて「山開きを開催し、観光誘客を図ることが必要ではないか」の

質問に、市は「本市の山の魅力のＰＲといわき七峰縦走等、地域で主催

する山のイベントを発信し、観光誘客に努める考えです」と答弁。山岳

会との連携を要望。

いわき市議会12月定例会
（12月７日～ 12月21日）

鮫川河川敷パークゴルフ場

利用促進に向け質疑

お気軽にご相談下さい

　12 月定例会提出議案に対
し、私は、「ゆったり館利用料
金の引き上げ」の条例改正、一
般会計補正予算の、「コール
センター不適正事業に係る県
への約１億 7,876 万円の返
還金」及び、「マイナンバー関
連のシステム改修費」に対し、
市民生活を守り、税金の適正
使用、プライバシーの確保を
要望し、創世会を代表して討
論を行いました。

ゆったり館利用料

引き上げ等に反対
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国道399号の
整備状況

●戸渡２工区
２車線の道路整備及び
2017 年 12 月 18 日、
戸渡トンネルの貫通式
を実施。

●十文字工区
２車線のバイパス化と
トンネル工事の推進
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道路整備と通学路の安全確保・小川支所の整備 12月定例会 一般質問

この間の取り組みこの間の取り組みこの間の取り組み

今年の干
え と

支は戌
いぬ

年で、安産と子宝に恵まれるといわれています。平成28年度の出生

数は過去最少の98万人。日本の将来を担う子ども達が、希望を持って健やかに育つ

ことができるように！また、父親・母親が、安心して働きながら子育てができるように！年の始めに当たり、市民

のために私も「スピード・誠実・実行」の初心を忘れず、全力で取り組んでいきます。

ほうもん記

櫛田民蔵に学ぶ記念講演会
（11月25日）
　小川町出身で、偉大な経済学者の櫛田
民蔵を顕彰し、その功績を振り返る講演
会を開催。司会を担当しました。

いわき市手をつなぐ育成会50周年
記念式典・祝賀会（11月26日）
　障がいのある人もない人も一緒に暮ら
しやすい地域づくりを進めてきた育成
会。これからも一緒に歩むことを確認。

いわき地域高退連定期総会
（12月８日）
　市内企業の退職組合連合会総会が開催
され、年金・医療を守り、反戦・平和と
脱原発を確認しました。

子ども食堂（12月20日）
　大人と子どもが大家族気分で、楽しく
遊び、食事をしています。ボランティア
支援員には頭が下がります。

　①国道399号の渋滞解消にむけたバイパス化の検討等②平一小・平二小・平四小・小川小、小玉小の通学児童生徒の安全
確保③いわき駅北口の掻槌小路幕ノ内線の整備状況④小川支所の整備状況について質問をしました。
　市は、「通学路の安全について可能な限り対策を行う」と答弁をしました。私は生命にかかわることなので早急に対策
を取ることと、小川支所の建設については「小川地域総合施設建設促進期成同盟会」の要望に応えることを訴えました。


